
宮代の偉人　島村盛助

～生誕１４０年記念～

宮代町郷土資料館

令和６年度第１回企画展



　ごあいさつ
　今から 140 年前の 8 月 9 日に、一人の男児がこの世に生を受けました。その子

の名は盛助。後に勤めることとなった旧制山形高等学校の教え子達から、「先生ほ

ど『言葉』を解した人はいなかった」と評されるように、言葉にこだわりを持ち

続けた英文学者です。

　江戸時代を通して代々名主を勤めた島村家は、盛助の曽祖父・祖父・父と俳諧

結社・多少庵において庵主や摂行を務めるなどしています。盛助は子どもの頃か

ら言葉に対するセンスを磨けるような環境にあり、それは彼の中で「言葉」に対

する姿勢や考え方を育みました。

　宮代町では平成 17 年度から「郷土の偉人　島村盛助」として顕彰事業を行っ

てきました。生誕 140 年記念を迎えた今年、改めて島村盛助という人物に注目し、

彼の事績を紹介する機会として企画展を開催いたします。

　この展示が、「郷土の偉人　島村盛助」を改めて知る機会となれば幸いです。

～　凡　例　～

１．本書は、令和６年 7 月 13 日（土）から 10 月 20 日（日）まで開催される、宮代町郷土資

　料館令和 6 年度第 1 回企画展「～生誕 140 年記念～宮代の偉人　島村盛助」の展示図録です。

２．展示開催期間中の休館日は次の通りです。

　　7 月 16・22・29 日、8 月 5・13・19・26 日､ ９月 2・9・17・24 ～ 27・30 日、

　　10 月 7・15 日

３．展示の企画及びポスター・図録の執筆、デザイン、編集等は、当館学芸員　横内美穂が

　担当しました。

４．会場及び本書中の敬称は省略いたしました。

５．この図録に掲載した資料は展示した資料の一部です。また、掲載写真の縮尺は任意です。

６．資料提供・協力者一覧（五十音順・敬称略）

　新井隆夫・伊草侃斗・岩波書店・大野正男・折原静佑・片居木栄一・小島明良・齋藤康一・

　設樂隆・島村達彦・島村春江・島村満彦・藤島昌平・藤島康・山口梶子・横尾良男



展示史料一覧
資料群名 表　題 年　　代 備考

折原家文書 深川よとみ集 弘化 3 年初夏
島村家文書 名主役退役願 天保 8 年
島村家文書 名主役仰付状 天保 8 年
島村家文書 苗字帯刀免許状 天保 12 年
小島家文書 繁　肖像写真（24・25 才頃） 明治 10 年代
島村家文書 島村氏奥庭で撮影　繁 19 歳 明治 18 年 10 月 12 日
新井家文書 遵養館印 明治 30 年代
個人蔵 遵養館　館則 明治 32 年 4 月 3 日
小島家文書 遵養館出身凱旋兵歓迎祝賀記念写真 明治 39 年 4 月 22 日
伊草家文書 島村繁 村葬通知 明治 44 年 11 月 17 日
伊草家文書 絵はがき　　　〈嶋村先生） 大正時代
伊草家文書 絵はがき　　　〈嶋村先生の碑） 大正時代
小島家文書 従兄弟の正之とともに 明治 20 年代
小島家文書 浦和中学校の敷地で 明治 30 年 9 月 26 日
小島家文書 浦和中学校　寮の同室の友人たちと 明治 30 年代
小島家文書 埼玉県第一尋常中学校生徒成績表 明治 31 年
島村家文書 一高卒業間近と思われる頃 明治 30 年代
個人蔵 東京帝国大学一覧

　従明治 40 年　至明治 41 年

明治 40 年 12 月 23 日

小島家文書 盛助結婚式写真 明治 42 年 7 月 30 日
個人蔵 （埼玉県立不動岡中学校）開校 50 年史 昭和 11 年 11 月 11 日
島村家文書 25 ～ 30 歳頃の盛助 40 年代明治
島村家文書 山高創設時の盛助 大正 9 年
齋藤家文書 在外研究員拝命につき 大正 11 年 10 月 5 日
齋藤家文書 無事出航した旨を伝える妻・朔のはがき 大正 11 年 10 月 15 日
島村家文書 ストラトフォードでの盛助 大正 12 年 4 月 27 日
島村家文書 フランス・リュードリボリーにて 大正 12 年
島村家文書 山形にて 昭和 10 年代
島村家文書 酒飲めど、猿にかもにて

（ひつじのとしをおくるうた）

昭和 18 年

片居木氏寄贈 旧制川越中学校にて 昭和 23 年 3 月
片居木氏寄贈 旧制川越中学校卒業式において 昭和 23 年 3 月
盛助関係資料 岩波英和辞典　初版第 13 刷 昭和 25 年 3 月 15 日
個人蔵 ジュリアンの最後 明治 43 年 3 月 1 日 帝国文学第 16 巻第 3 号
個人蔵 背教者ジウリアノ 明治 4 年 11 月 15 日 ホトトギス第 14 巻第 3 号
個人蔵 ダフネの森 明治 43 年 5 月 28 日 太陽第 16 巻第 8 号
個人蔵 残菊 明治 43 年 6 月 25 日 ホトトギス第 13 巻第 11 号
島村家文書 残菊（原稿 58 枚） 明治 43 年
島村家文書 山麓（原稿） 明治 43 年 帝国文学第 16 巻第 8 号
個人蔵 半夏 明治 43 年 9 月 1 日 スバル第 2 年第 9 号
個人蔵 落合 明治 43 年 12 月 1 日 スバル第 2 年第 12 号



資料群名 表　題 年　　代 備考
折原家文書 深川よとみ集 弘化 3 年初夏
個人蔵 巣 明治 44 年 2 月 27 日 太陽第 17 巻第 4 号
折原家文書 空木 明治 44 年 3 月 1 日 俳諧雑誌　平凡　第 3 号
島村家文書 空木 明治 44 年 2 月 8 日 執筆原稿
個人蔵 渚 明治 44 年 5 月 1 日 ホトトギス第 14 巻第 10 号
個人蔵 火取虫 明治 44 年 10 月 1 日 帝国文学第 17 巻第 10 号
個人蔵 レオナールド・ダ・ヴィンチ 大正元年 8 月 3 日　 ホトトギス第 15 巻第 10 号

～第 16 巻第 5 号うち 7 回
個人蔵 村の寶 大正 7 年 12 月 赤い鳥第 1 巻第 6 号（復刻版）
個人蔵 貝殻／お千代　初版 明治 45 年 7 月 13 日 春陽堂現代文芸叢書第 13 巻
島村家文書 噴煙（平野小品の内（一））（原稿） 大正 2 年 1 月 26 日 読売新聞「日曜附録」
島村家文書 往来（平野小品（二））（原稿） 大正 2 年 2 月 23 日 読売新聞「日曜附録」
島村家文書 蓬莱座（平野小品（三））（原稿） 大正 2 年 3 月 2 日 読売新聞「日曜附録」
島村家文書 秩父山脈（平野小品（四））（原稿） 大正 2 年 3 月 9 日 読売新聞「日曜附録」
個人蔵 みずゑの思い出 昭和 7 年 2 月 10 日 山形高等学校交友会雑誌第

23 号
個人蔵 亜細亜の光 昭和 7 年 6 月 15 日 山形高等学校交友会雑誌第

24 ～ 36 号うち 6 回
島村家文書 亜細亜の光　初稿 昭和 4 年 7 月 27 日
島村家文書 亜細亜の光　第２稿 昭和 13 年 9 月 11 日
島村家文書 亜細亜の光　第３稿 昭和 14 年 10 月 9 日
個人蔵 俳諧のこと 昭和 17 年 2 月 25 日 蜂鳥第５輯「岡本信二郎追悼号」

島村家文書 失楽園 昭和 57 年 2 月
島村家文書 芭蕉像（山高創立 30 周年記念） 昭和 24 年 10 月 3 日
島村家文書 ( 短冊）我が歩む　道一筋に　霜白し 昭和 24 年 12 月 26 日
島村家文書 ( 短冊 ) 桃の日の桃の灯や子のつとゐ 昭和 10 年 3 月 3 日 「京子へ」
島村家文書 ( 短冊）学校の道の白梅咲き初めぬ （昭和）2 月 7 日 「満彦の就学を喜ひて」
島村家文書 ( 短冊）山々の雪解の水の調べきけ 昭和 13 年 4 月 26 日 「周彦にあげる」
島村家文書 （短冊）右翼手のグラウに高し秋の空 昭和 14 年 8 月 22 日 「満彦野球の大手柄」
山口家文書 盛助が同僚と編んだ連歌集 昭和７～ 14 年
盛助関係資料 壮行賦 昭和 18 年 12 月吉日
島村家文書 壮行賦 昭和 18 年 11 月 20 日
島村家文書 THE SKETCHES By TOSON 明治 39 ～ 41 年頃か 盛助の自画像あり
島村家文書 水彩画　Brooding Peace 大正 12 年 2 月 23 日
島村家文書 水彩画　university park 大正 12 年 3 月 18 日
島村家文書 水彩画　Ventnor Isil of wight 大正 12 年 6 月 20 日
個人蔵 あゝ乾坤 昭和 47 年 3 月 10 日
個人蔵 銀鶏鳥 昭和 55 年 3 月 20 日 岡本信二郎遺稿集
個人蔵 山高六十年　山形大学文理学部三十年　山

形大学人文・理学部十年　記念誌

「我らここに聚ふ」

昭和 55 年 10 月 5 日

盛助関係資料 私の小説教室（駒田信二 / 著） 昭和 56 年
盛助関係資料「英語研究者のために」（田中菊雄 / 著） 平成 5 年 12 月 講談社学術文庫


